
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

まずは、1年間会員の皆様に感謝しています。会長

挨拶において、直前会長の熊倉さんは建築の歴史で

ある建築史に造詣が深く、神社・仏閣・宗教のみな

らず枯山水などの庭のはなしなど、非常に文化的な

話しが多かったと思います。 

私のはなしは水道・下水・旅行・趣味のスキーな

ど自分の気になったことや感じたことを話すだけで、

とても感動的なスピーチなどと言えるものではない

のにもかかわらず、みなさんから聞いていただいて

本当に感謝申し上げます。 

今年度の会長主要目標である『親睦から始めよう』

ということでしたが、例会出席率は現在 89.7％で昨

年度より少し上がりました。ニコニコボックスも昨

年度より増えました。みなさんのご協力に本当にあ

りがとうございました。 

4ＲＣ合同例会は2020年を最後にコロナもあり、

行っていませんでしたし、今年度は各クラブお金が

ないということで開催が見送られました。 

南雲ガバナーが1クラブでできないことも他クラブ

と合同でやればできるということで、4ＲＣで、

4/19に森山良子の三条市合併20周年コンサートで

ポリオ絶滅募金を行ったところ、大成功に終わりま

した。 

4ＲＣから合唱隊として 2名ずつ出ていただき、3

回あった合唱練習は我がクラブから銅冶さん加藤君

から出てもらい、他クラブの合唱メンバーも含めて、

みんな合唱が楽しいと言っていただきました。 

準備段階から含めてこのイベントを通して4ＲＣの

会長幹事同志が非常に仲良くなったことが良かった

と思っております。 

クラブの旅行は野崎さんが会長であった時から 6

年ぶりで行い、13 人の参加でしたが、能登の復興応

援旅行に行ってきて親睦を深めることができたよう

に思います。 

最後に、本日を含め親睦プログラム委員会メンバ

ーに感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

外部卓話の人の素案を私から親睦委員長にお伝えしただ

けで、あとはしっかりまとめていただきました。 

出席率が上がったのも、親睦のおかげかなと思っており

ます。 

みなさまに改めて感謝申し上げて会長挨拶とさせていた

だきます。 

 

 

 
 

 

 

 

      ニコニコボックス 
6/16  25,000円   本年度累計 689,000円 

永桶会長「本日は会長幹事慰労会にご参加いただきありが

とうございます。親睦委員会の皆様お疲れ様です」 

田中幹事「皆様、一年間ありがとうございました」 

関さん「会長、幹事、一年間大変お疲れさまでした。 

一緒に活動できて楽しかったです」 

木村譲さん「永桶会長、田中幹事、.お疲れさまでした。 

    来年もよろしくお願いします」 

田村さん「会長幹事、一年間お疲れ様でした。今日は心ゆ

くまで酒をお楽しみください！」 

星野さん、田代さん、熊倉さん、永井さん、石山さん、 

桑原さん、渡辺和さん、坪井さん、榎本さん、中村さん、 

江花さん「永桶会長、田中幹事、一年間お疲れさまでした」 

廣岡さん「蒸し暑さを吹きとばして」 

坂井さん、大渓さん、野崎さん、銅冶さん、平松さん、 

吉沢さん、江花さん「BOXに協力します」 

藤田さん「BOXにご協力ありがとうございました」 
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2024-25クラブテーマ  親睦から始めよう 

会長挨拶 
三条南ロータリークラブ 

会  長 

永桶 俊一 

国際ロータリー会長  ステファニー Ａ.アーチック（米国） 

第２５６０地区ガバナー 南雲 博文（長岡） 

第４分区ガバナー補佐   杉山 幸英（三条） 

会 長            永桶 俊一 

幹 事            田中 康之 

ＳＡＡ                    関     博市 

◆本日の出席：38名中28名 

◆先週までの通算出席率：89.07％ 

◆本日の例会場：松木屋 

事務局 
〒955-8666 三条市旭町2-5-10 

三条信用金庫本店内 
ＴＥＬ０２５６-３５-３４７７ 

ＦＡＸ０２５６-３２-７０９５ 
E-mail info@sanjo-minami.jp 

URL https://www.sanjo-minami.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2024-2025年度  １００％出席賞 
荒澤威彦さん 

石山昌宏さん 

江花正高さん 

大渓秀夫さん 

加藤一芳さん 

木村 譲さん 

熊倉高志さん 

坂井範夫さん 

佐々木常行さん 

関 博市さん 

田代徳太郎さん 

田中康之さん 

田村隆雄さん 

坪井康紀さん 

銅冶康之さん 

永桶俊一さん 

中村 靖さん 

野崎正明さん 

平松修之さん 

藤田寛嗣さん 

星野健司さん 

松﨑孝史さん 

丸山 智さん 

吉沢栄一さん 

渡辺和宏さん     

  

以上25名（昨年比１名増） 

 

 

米山学友 

ナンさんよりのお便り 

 

 

いつもお世話になっております。ナンです。 
 

最近は暑い日と雨の日が入れ替わるように続いています

が、皆さまお元気でお過ごしでしょうか。 
 

 先日、博士号取得の記念品として、米山奨学会よりス

テキな腕時計をいただきました。本当にありがとうござ

いました。大切に使わせていただきます。温かいお気持

ちに、心から感謝しています。 
 

 さて、4月から始まった東京での新生活も、気がつけ

ばもう2か月が経ちました。最初のころは、生活や仕事

のリズムに慣れるのが大変で、満員電車や日本語でのや

りとりに戸惑うことも多くありました。 
 

 特に職場では、専門用語が多くて、会話のスピードも

速く、ついていくのが難しかったです。でも、まわりの

皆さんがとても親切にサポートしてくださって、少しず

つ理解できるようになってきました。 
 

 研修では、建築現場に必要な基本的な知識から、実際

の現場見学まで、幅広く学んでいます。印象に残ってい

る内容は、KY(危険予知)活動や安全への意識、それか

ら、空調設備の仕組みや配管・ダクトの施工手順、設計

図の読み方などです。 
 

 また、現場でのコミュニケーションの取り方や、実践

練習を通して、チームワークやマナーの大切さも学ぶこ

とができました。言葉の壁はまだありますが、自分の言

葉で少しずつ伝えられるようになってきていて、少し自

信も持てるようになりました。 
 

 生活の面でも、東京での暮らしにだんだん慣れてきま

した。休日は公園を散歩したり、日本語の専門用語を勉

強したり、時々同期の皆さんと出かけたりして、リラッ

クスする時間を大切にしています。 
 

 この2か月間で、自分がどれだけ多くのことを学び、

成長できたのかを実感しています。もちろん、まだまだ

課題もたくさんありますし、自分の力不足を感じること

もありますが、この貴重な経験を大切にして、これから

も一歩ずつ成長していきたいと思っています。 
 

 この2年間、毎月第1月曜日の例会に参加するのが当

たり前のようになっていたので、最近は参加できず、寂

しさを感じています。 

 皆さんに会えない日々が続く中で、あらためて、あの

時間がどれだけ貴重だったかを実感しています。皆さん

の笑顔やあたたかさが、今でも心に残っています。 

これからもどうかお元気でお過ごしください。 

 離れていても、いつも皆さんのことを思っています。 

2025年６月 

PHANTHITHU NGAN 

ファン ティ チュ ナン 

 
ナンさんは西新宿の高砂熱学工業㈱本社で

初任者研修中です。会社の寮から満員電車

で通勤しています 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

ロータリーの目的 

ロータリーの目的は、意義ある事業の

基礎として奉仕の理念を奨励し、これ

を育むことにある。具体的には、次の

各項を奨励することにある： 

第１ 知り合いを広めることによって奉

仕の機会とすること； 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役

立つ仕事はすべて価値あるものと

認識し、社会に奉仕する機会とし

て、ロータリアン各自の職業を高

潔なものにすること； 

第３ ロータリアン一人一人が、個人と

して、また事業および社会生活に

おいて、日々、奉仕の理念を実践

すること； 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、

世界的ネットワークを通じて、国際理

解、親善、平和を推進すること 

2025-26年度国際ロータリー会長に 

フランチェスコ・アレッツォ氏 

（イタリア、ラグーザRC所属） 
6月 14日のRI理事会により選出され、就任しま

した。 

理事会は、6 月 8 日のマリオ・セザール・マルテ

ィンス・デ・カマルゴRI会長エレクトの予期せぬ辞

任を受け、特別会合を開きました。 RI章典と方針に

基づき、理事会は2023年8月に行われたRI会長

指名委員会によって検討された候補者の中から、新

たな会長エレクトを選出しました。 


